


















































目依拠的構文（item-based construction）「例：Cut ＿［～を切る］、Draw ＿ on ＿［～に～を描
く］」へと徐々に構文（実際の用法をパターン化したもの）を発達させていく。抽象的な構文へ
の発達は主に動詞を中心に展開されていくが、発達は動詞ごとに固有に起こるため、そのパター





















































いことを承諾している。来日後 6 か月目からデータ収集を開始し、 1 ～ 2 か月に 1 回ずつ計24回




































語指導を受けないことを承諾している。来日後 6 か月目からデータ収集を開始し、１～2 か
月に１回ずつ計 24 回（但し 23 回と 24 回の間は 1 年）の対話が行われた（表 1,2）。 
 


























































































 12 位までにしたのは、10、11 位が僅差であったためと、3 位の「行く」が「行きます」
の語形で「来ました」を表現していたことから、12 位の「来る」を分析対象に含めたためで






ね」が１つ出現した場合は「ます」形に１として、2 つの場合は 2 としてカウントした）。 
 





















動詞「行 」は「ます」形から出現し、他の動詞が 3 期までに「る」形が出現するのに対
147
形の出現時期について調査したところ、動詞形の発達過程は動詞ごとに異なっており初出の動詞





















/ 食べた」が同時に出現する段階を経て（発話例 2 ）、「食べる」「食べた」の使い分けが習得され
ていった（発話例 3 ）。また、動詞「行く」でも「行く / 行った」の同時出現の段階を経て（発
話例 4 ）、「行った」の正用が出現している（発話例 5 ）。
発話例 2  （今、弟が車でクアラルンプールからクランタンに向かっているという話題で）
　　NS： で、今日の夜 // クランタン？
　　AZ： // 今日の、今日の夜が、クランタンがついての、すぐが、食べるの、食べた
 ［10期（ 2 年目）］
発話例 3  （NS が、マレーシア語で『ご飯を食べる』は何と言うか聞いている場面で）




シアがスーダ、ミヌ、スーダ is 終わった〈a-ha〉終わった、past perfect tense、
past perfect tense、perfect、everything is perfect ［22期（ 3 年目）］
発話例 4 　（昨日奥さんの卒業式があったという話題で）
　　NS： で、C［子］ちゃんと、あ、B［子］ちゃんはいいよね、B ちゃんは保育所でしょ？
　　AZ： 保育所、でも、昨日が、一緒にが行く〈あー〉一緒にが行った ［20期（ 3 年目）］
発話例 5 　（赤ちゃん｟娘｠の体重が増えたという話題で）
　　AZ：  よかった、でも〈うん〉いつもが病気〈え、どー〉だいたいね、 1 週間ね、 1 回が
病院に行った、 2 回が病院が行った、でも、先週は 3 回が病院が行った














発話例 3 （NS が、マレーシア語で『ご飯を食べる』は何と言うか聞いている場面で） 
AZ： スーダ、スーダ is 終わる〈a-ha〉だから、ご飯食べた〈うん〉ご飯食べた、マレ
ーシアがスーダ、ミヌ、スーダ is 終わった〈a-ha〉終わった、past perfect tense、
past perfect tense、perfect、everything is perfect      [22 期（3 年目）] 
 
発話例 4 （昨日奥さんの卒業式があったという話題で） 
NS： で、C[子]ちゃんと、あ、B[子]ちゃんはいいよね、B ちゃんは保育所でしょ？ 
AZ： 保育所、でも、昨日が、一緒にが行く〈あー〉一緒にが行った[20 期（3 年目）] 
 
発話例 5 （赤ちゃん｟娘｠の体重が増えたという話題で） 
A よかった、でも〈うん〉いつもが病気〈え、どー〉だいたいね、1 週間ね、1 回 
   が病院に行った、2回が病院が行った、でも、先週は 3 回が病院が行った 





6）が、動詞「あげる」の「ない」形では、10 期（2 年目）に正用が現れた後、13 期（2 年






と「吸う」の「ない」形を類推して誤用を産出した可能性が考えられる（発話例 6 ， 7 ）。
発話例 6  （彼女と遠距離恋愛になってからたばこを吸い始めたという話題で）
　　NS： 吸わなか //ったのねー
　　AZ： // すわー、吸わらない、うん ［13期（ 2 年目）］





















せんでした」を表していたが、 7 期（ 2 年目）で「行きました」、13期（ 2 年目）で「行った」
の正用が、また1期の「行きます」と 9 期の「行く」で「行ってください」を表していたが、14














































































































































































自然環境学習者 AZ は、 1 期では、「食べた」を “ 食べる ” の機能で使用していたことから、
調査当初、AZ は「食べた」を固まりとして覚えていたと考えられる。 2 期で「食べる」「食べま
す」の正用が出現し、同時に「食べました」の意味を「食べる / 食べます」で表す誤用も出現し


























年目）で「行きました」、13 期（2 年目）で「行った」の正用が、また 1 期の「行きます」
と 9 期の「行く」で「行ってください」を表していたが、14 期（2年目）に「行ってくださ


































で観察された。以下の発話は NS が AZ に日本のお葬式に参加したことがあるかどうかを質問し
ている場面である。
発話例 8  （お葬式について、NS が神道の例を出して）
　　NS： 神道ていうか
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